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Co-YFe203垂直磁気記録媒体のノイズ特性
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Lはじめに 著者らは既に、垂直磁気異方性をもつCo-rFe203磁気ディスクの作成磨翌ﾆ記録特性について報告し、良好

な高密度特性が得られるだけでなく、酸化物であるために極めて硬く、保護膜がなくてもコンタクト記録に耐えられる

可能性があることを示したη吻。旬報においては、この記録媒体についてさらに実用的な観点からの評価として、ノイ

ズ特性について調べた結果について述べる。

λ実験実験に用いたCo-7Fe203垂直磁気ハードディスクは、2. 5インチ径のガラス基板上に約O. 1μmの厚みのNio

結晶配向制御用下地層を付け、その上に膜厚が0. 06～0. 13μmで垂直方向保磁力が25000e程度のCo-7Fe iOs記録層を設

けたものである。ノイズおよび信号対雑音比の測定には、ギャップ長が約O. 2μrnのハイバンド8mmVTR用MIGヘッド

を用い、スライディングコンタクト方式でヘッド媒体間の相対速度は3rnls行った。媒体ノイズltNmsはO一一8MHzの周波

数帯域にわたって測定したノイズスペクトルから、ヘッドインピーダンスノイズとアンプノイズの和からなるシステム

ノイズを除いて実効値電圧として求めた。

3. 結果 まずCo-7 Fe203垂直磁気ディスクにおいて、記録信号の密度を108. 4kFRPIとしたときの媒体ノイズN隅お

よび信号対雑音比S，. ノN耐の膜厚依存性について調べた。Co-7Fe203層の地厚を0. 13から0. 06μmまで減少させると、

媒体ノイズの実効値電圧は単調に減少していき、SN比は0. 09μm付近の膜厚で最大の値となることが分かった。そこで

このO. 09rmの聞耳のCo-7Fe203垂直磁気ディスクと市販の各種長手記録用ディスクとのノイズ量およびSNRについて

比較検討を行った。結果をF量g. 1および2に示す。使用したメディアの諸元はFig. 2の中に掲載する。組はCtO一 r Fe 203垂

直磁気ディスク、＃2は極薄層塗布型磁気記録媒体(Zip)、＃3はインダクティブヘッド用2. 5インチ長手ハードディスク、

＃4はMRヘッド用35インチ長手ハードディスクである。その結果DC消去ノイズは(b-7Fe203媒体がもっとも小さく、

記録麿度に対する依存性について見た場合でもMRヘッド用Co基長手ハードディスクに次いで低く、インダクティブ

ヘッド用co基長手ハードディスクやz量pよりも低い値が得られた。また、 S躍N，■は、 Fig. 2に示すようにC)o・一 T Fe203XX

体では特に50kFRPI以上の高密度になるほど市販の長手媒体より優れた値を示した。

4. まとめ Co-T FsO3ge直磁気ディスク媒体の媒体ノイズは、現在市販されている各種ディスク媒体と比較して遜色の

ないほど小さく、しかも高密度記録が可能なために高密度においては今回測定したどのメディアよりも高い信号対雑音

比が得られることがわかった。今後、媒体の作成条件を熟成することによって、磁性層を構成するグレインの微細化を

図り、さらにいっそうの低ノイズ化を行う所存である。
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Fig. 1 Record㎞g density dependenoe of皿ediu noise
and DC erase noise for various recording media
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Fig2 Recording density dependence of signal to noisc

ratio for various recording media. 
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